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第 3 章では、焼成・焼結プロセス因子と超構造の出現条件を詳細に検討することで、超構造を持つ Li!+x-yNbl-X-3Y
TiX+4y03 固溶体の作製条件の最適化を行い、仮焼プロセスの導入により超周期構造生成のための焼結時間を短縮する
ことに成功している。




第 5 章では、 Li!+x(Nbz Ta1-Z) l-x Tix03 固溶体を混合焼結法で作製し、 Nb 固溶量が多い領域 (z> 0.66) で超構造が












(2)金属アルコキシドを原料としたゾル・ゲ、ル法で超構造を持つ Li 1+x-yNbl-X-3YTix+4y03 固溶体の作製プロセスの確
立に成功している。
(3)ゾル・ゲル法では、混合粉末法よりも微細な原料粉末が得られ、混合粉末法と比較して2000C以上の低い焼結温度
でかつ短時間で完全な超構造を持つ徹密な Li 1+x-yNbl-X-3YTix+4y03 固溶体が得られることを明らかにしている。
(4)電子顕微鏡観察及びX線回折測定を駆使して、多結晶 Li 1+x-yNbl-X-3YTix+4y03 固溶体における粒子の形状と超構
造の結晶学的な方位関係を解明している。
(5)混合焼結法で Li1+x(Nbz Tal-Z) l-x Tix03 固溶体の作製を行い、 Nb 固溶量が多い領域 (z>0.66) で超構造が出現
することを初めて見出している。また、 Nb 組成が O壬 z 壬 0.66の領域では、電子顕微鏡レベルで超構造を有する粒子の
生成を確認し、 Li20-Ta20s-Ti02 三成分系において超構造を有する固溶領域が存在することを明らかにしている。
以上のように、本論文で超構造を有する固溶体の詳細な原子レベル構造の知見が得られたことに加え、作製プロセ
スと構造の関連性を見出したことは、新規な固溶型超構造の作製とその組織制御に有益な情報を与えるものと評価で
きる。また、本研究で得られた多くの知見は、粉末冶金的手法による人工超格子作製に大さく貢献するばかりでなく、
セラミックス材料の特性と組織制御の関連性の評価に多大の貢献をするものである。よって本論文は博士論文として
価値あるものと認める。
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